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14.運 搬 荷 役 機 械

MATERIAL HANDuN6EQUIPMENT
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最近の運搬荷役機械設備ほ立

体輸送ノノ式より水､lノ･移動力■式に

かわi)つつあり,それが応‖｣機

としてスタッカ,ロータリリグ

レーマ(ヒタグレーて)などの

機械か鮒′iミさ右,市場に川て大

いに清躍している 従来火力発

電所ならびに公共石沢ヤード吊

には橋形クレーン､引込クレー

ンなどが似JljさJしていたが現｢r三

ではコンベヤカーのようなもの

におき′う､えら′寸しつ〉｣ふる

Il本の鉄鋼使用量か珊圧する

と同時に睨料輪ぷ漸沌･､1川1舶に

三)たよ～)アンり-ダ､の■i-;J能率化へ

町野ルー〕■ミ他けとニ)ノー,′小きり三め川

(･ニトリ∴′ミケット′目刺‡Jされる

ようになり,アンーコーダほ前隼

度に続いて㍉一丁i辿化か進めrJJL

たノ 前1i■亡1:畑山からスクラッソ製

鋼~だけでほ鉄鋼の`詰二:一射ここたえ

〓ノなノ＼なっし
ー.つ.り
㌫ノ

ーンが多`

一丁■甜了,転炉の か行われてそれに偵川さか.るクレ

納入された_ しかも揮京ほが亡来のものエりもいずかも人

形になっている

14.1ク レ ー ン

11胴昭4隼度前､ドにおいてけ甘牛こ引続いて,.設備の机設およJご更

新は少な甘一,たが,後､‡1に坐り鉄鋼l菜=系.i~封附け研ぷ据張.汁帖二什う

ぷ■貴かようやくミ■7発く･こなってきた

クレーンJ)`.7.;要先は電1,鉄紬 化一､i二二,輪‖など多ノ川巨二及んで

いる.Ⅲに輪=で∴丈イント＼計れ フィリッピンなどかあ膏,申でヰ)

イソド･タタ製鉄㈲■1Jの2()Ot レート′Lクレーンや用瑚~㍍ノj公~▲小′■｣

第1図 ～l■f水 妄巷ハ.炭.栂 扱 設←備

Lリ6t〉､60111のデリックなど,能ノ｣および件能においてラー=_1すべき

ものがあ/つた_,前者ほ数隼来引続いて輸川された製鋼=クレーンで

さ,-)て,いまや附甘たる地歩を築いたということができる｡後者昭

f_r出け一~E力りij一徹･こ促=されるもので,旋回-､肯正60】nという夫人なも

J)で､しかもパイプの熔接柄造という注l-1すべき製ムー1である｡鉄鋼

牒‖系の云馴嗣)行‥帽のものが製作されたが中でも八幡製鉄のノー用即隠区

にさきに宗戊した1,00()tり1アンローダの---･辿の.馴J持として5()nt./h

のマントロリぺ僑形クレーンがあるし.橋形クレーンとLてほ大容宣:

のもので,性胞■lくJに1,000t′/I1アン/ローダに劣らぬものである..ま

た転カり~1ルード′Lクレーンとして日本銅骨水江忍鉄所の120t級の

ものカ■こある二れほ人杏吊二の転≠川~lJとしての慄準形ともいうべきも

壷苧■~-■､ニニ尊
…`.._少

箱:1巨くl引:1入クl---ンイl■7■ンー1･-･1
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J′‡4卜く12()りt..′11丁 ロ ー タ

のである.ニー

また故近ほら物貯成場ノーIiの設わ消とし▼二連続丈巨搬式のスタッカーしこニロ

ーダが促川-jされる傾l一肌こあるJその軌跡こ対応する手段と†ノてれわ_

われほショベルホイールを利Ⅲしたロータリリクレーてを武作し

て,各種の頂料に対する抑恥hよごご積込晰起を.丑験して貴市な暦甘･

をうることに成功したJ

14.1.1清水港石炭取扱設備

木設備ほ静岡県清水港の石板埠頭宣_転ける一般楯川根を荷役する

ためのもので,年潤Ⅲ現射1~i:600,00()t として‡Hl!】iされ,/沖車よその

第一▲用j分300,000t披いであるノ この設備は240t/lュ引込クレーン

付高速アンローダ,~高架べノしトコンベヤ 仁ミ機株式会社蝕,コンベ

ヤカー,ショベルローブエりなり,一望入れと弘=Lか任意に子｣二わJl

る｡また将 取扱量が珊ノこした場rナに､容射こ設備を追川lできる⊥

う(こ弾力件のある計l哺こな一一〉ているリ

オ~f炭ほ得壁に植付された1(川00t扱木船を対象とし,ホッパ.機

内コンベヤを経てけた~J■錨∴甘けた旋申シ∴←トにより直接船積され

たり､真たほ後ノノ■ミ'手i架コンベヤ財経て∵ンべヤー′ノー-しりトリ､ソパに⊥

り!け根されたi)する`.ノ.はに止こじてシ‡｣/く′L-コーダを川い,門車ま

たはトラ､ソクに藩'壬込,-ん一払出し山行わかろ

この1~掛備は辟済的で受ノ､.jし､一払rl‡し,将来げ~)増収などに対1て∫州

ノ州二のあるii一笑i汁になノ_)ている1こ,特にフ'ンロ←グは往来の･もいに∴

::ノ)べて綿々♂)特1主をイJ､し-′■ そし･弓_りゴヰ)二てこノ1LヰJしりむふけかこ上

り■)■■訂速∫i動運転化

高速化と制御性をよ･ニする｣ユニJ′Jに巷卜.閲｢札リIj/さ〕1塵勤にこ上

G工)2の小さい60(〕‡形を位j】jl ワードレオナート制御ノノ式に

ユリ1-Fj汁i■なる辿度■制御と迅速なる加減速度をうるとともに1巻_卜

運動を半日劇化して高能率のも打とした_.

し2)引込リンク郁分に訂腺九師軋†i

全熔接構造とL･軽量で僧侶ザ′J＼さいものとした._.lノたカ∴〕てリl

込運動がきわめて軽快である

(3)車輪荷重の軽減:

ふ頭上を走行する海測車輪荷重を基礎の関係から隼割こ少なくす

るた捌こ,非旋回形式としたこ また橋けた部分も‖｣瀧な限り熔接

構造を採J-r=ノて,合理的庖断面とし隋尉こ設計t･じ_)

14■】･2 中国電力株式会社坂発電所納200りh陸揚設備

本設備ほ坂発電所新設貯根場にぷⅥし,石炭の陸揚,貯損ならひに

肛姓吸付一_ト十イラ号■′､＼叶紛糾射′州j上J∴1或川｣さノー巨ろヰノーで霧▲てノ

すなj)ちそレ叫芹〕罠｣工i･毎側~硯楚トニ回心r≠クラゾ/ニシーJ↓什り肱クレ

9と;

雛5【.¥ぎ けJ

ーンを設∈椚▲ノ,その前ノノミ･こ陸揚川ホッノ､を,引込クレーン同定附け

さ二内に机斜コンベヤを;F■亡き,後ノノにほ貯板場小火を縦断せる~｣し■?i架け

た卜にポイラ り川ホッ/こおよJベルトコンベヤを設け,さシー,に吊

コンベヤをまたぎ走行する技ノ仁Jく相克機を.書芸けたものである､

じ生以されたイ】▲以～ほ貯炭機により出張場に,ぁるし･は帖妾■高架｣ン

べヤによりボイラ室く･こ送根される〉 貯以三助勺のイr炭ほブルドーザに

より烙印され訂架卜に設けられた地トホッパiこ運はれる.什根の輔

送往路な緑慄でホすと次のとニトリである｡

1)イ湖購槻木よJご肌:択あるいほボイラみ漉二送

機汎耶→揚隠隊刊′巨似川ホッパーー〉偵斜コンベヤ
J

貯炭撒く- ■;`ii架コンペヤ●

-

貯幌場 ノニンカー送りコンペ-r/＼

〈2)イ√炭し丁〕ボイラ送リ

ー--→陽躾機→ポイ

.
㌧
〃
一

〓バ㌧
-
＼
.
イ
.

■ヽ

′
ツホ

日ソ

ト}

選一ノ

貯坂槙い--~∫;■Ji架二｣ンーミヤ

~ナノり乍某
‥こンカー送リコンべヤへ

木設備の特上ミミエ次のとぉリでぁる.｡

しい 肌:J英機ほ廿左損差形=†辿コンベヤを存し/,▲;`路山勘宥より

抜差長さたけま練れたトⅠ′二fl■′1:に貯根されるりでゾノしドーザのi占動か舛

坊で能率的である｡

し2J腑掛矧ノ｣のイl■l一夫はナノLトーー】ドに【-トニ打ののほかに几i_もプ人ク

レーンによリボイラ送り川｣こ､ソパを通じて後力に選択-することか

できる∪

lん1.3 500りh橋形クレーン

本機ほ八幡娘鉄朝式会社ノーf畑I二域に設備され,33隼完成しノた

1,000t/h鉱石川アンローダの後力設備Ⅵ-▲環をなすものである｡,す

なわち粁鉱置J切こおける~丑か用命穫風潮(鉱れ,イJ灰イf,雄原料な

ご)の払い出しを†川勺として訳両されたもので,行間40111のラ長子fレ

ール上を移動するダブルカンチレ′ミ形マントロリ式橋形クレーンに

して,その全長は72Ill,1吋け;~jあたりの公称取扱量ほ500tである｡.

(1) マントロリ

巻上装閏ばワードレオナード制御による等揮量2電動機式ウイ

ンチ(セパレート)を採川し,巻_即一別胴の根作は1木のユニパー

サ′い､ノト､ノし付~制御拐にま1て月憾膵樟行い.りかみ上り＼L描き

=∴左1躁作てできろよう∴なってい-ろ_.まン･'~二抒電動機にはPilt)t
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須6Fモざ†50()t‖1∵ソトロリ式情形クレ【--ン/

Generatol- と1.oa〔】Bala11L:e な備えて]rJ15'LLこ動機の･f:し荷の′こラン

スをl対り,グラブノニケヅトの昇降｢いにニ†封1-る~不測叫卿~~lを防いで

いる｡

横行は27′｢の電動機により仝L糾甜枢動で子j:わオLるし 巾村嗣エji■フ

ランジ付テーパ･州南で斜行をl紡ぐ構造であるLコ両極限仲正昭灘磯

トロリにより】■】動的に減速し,さらに制限開閉部,オイル/ミップ

ア,スプリングパプアを似川して万全を期している｡

(2)走行装ド′'亡

駆動装粗ま令脚の侶帥こ設汁■亡され,おのおの!†1独の竃動機笹よ

り仝中愉の､ll数力凋星動される.｣叶脚の電動機はバランスシャフト

により機械的に適齢されているので,斜子~fをl彷止し.,鉄桶耶分に

不当な二次応力をfIニザることが無い∴】また風速計を備えており規

(15111/s)以上の一掛合には警報な賛するようにし▼〔£.､る

(3) レールクランフ

大彪機川のわぷこの大きトトソブ′L式ノ~てJカ･み機構を採潮し,兼~ノJ

なるスプリングの力でクニランゾに締付ノJかり･えろ構造である.

(4)その他

鉄構部分はボックス断面,およびH形断何の荘川`によF)糾まJし

たワーレン形トラス構造で臼屯を軽減するとともに受ノ土両横を極

力少なくして鉄構全体の風比を軽減した..また構行レール

11を熔接して1本物として街撃を緩和するととヰ)に取付方既にも

梢別な考.慮がはらわれているし〕

須7L.賀l鉄郎郁1〕､

14.1.4 る30†/hスタッカ

三菱鉱業高鳥砿 所の新設貯根甥貼として630t/hスタッカが什

招設備とともに納入された｡スタッカは通常りクし･-マとともに.i`設

備さ′そL･,従来貯板場凧として似川されてきたクレーンに代/-〕て∴i~2

備費の低廉なこと,能率的な通続荷役の魅力から,近年肯しく普及

した機椀である､.

構造の概略は,ヤードコンベヤの■雨脇に放設づかたレー′りこを)L

行する本帆および本体のローラ′ミス上を旋国する旋川本よりなり,

本体内に2真の傾斜コンペヤ,走行装描があり,旋回仲艦は傭伸す

る長大なウィングコンペヤ,腑仰装;~軋.旋回装~躍などがある｡

木機ほすえ付場所が 崎県であり育凪の通過地点にあたっている

ところから,特に機体の安定を考慮し,屯L､を極力下方に睨岡し,風

旧二よる虹倒モーメントの軽減を図るとともに,走行停止の際の触

攣による愉前の州加をl防いでいるし〕なお機体1畑･こおいて2回,才丁掠さ

∫ノ)拭かを折りiJ夏すことにより,貯根場のあきを少なくするとともに,

ブー〈ムの向きをヤードニ!ンべヤ叶阻行力向こ合わせることができる

ので,隣接して設帯されるリク 閲のしLマ
■

レ し′,せ

まい貯根場を最大l矧′こ津川-Jさせることができる.>

14.1.5 TISCO向け200/50/20f X70f†レードルクレーン

インドの TATAIRON&STEEL CO.iこ対してほ,すでに,

多数の･般ミル川クレーン,ストリッパクレーン,ソーキングピッ

トクレーンなどを輸出してきたれ 今回さらに平炉造塊川200tレ

第8凶 630tノhフ･メ ッ カ 全 景

99

笥′‡9｢粟1~Ll易試験子Ll二のTISCO向け200t レ･一トルクレr-ン



100 昭和35年1月 評 第42 第1一号

雛10図 ~｢:場.試験千丁トのル木乱作株式会社納

I10/3(:)t 〆20m 転炉川レ【トルクレーン

ードルクレーン1台を完成Lた_,設計にあた/,ては,安合,保′､'j:,

点検について持別の考慮をは仁)/〕た

(′1)二王クラブ巻上眉紺■l二

2モータドライブで,ウオーム滅 を採州している(..二つのド

ライブユニットおよぴドラムの合理的結合により,機彿再故掛こ

対して二重の安全が確保され,また,片方のモータが故障したと

きほ,1モータドライブも可能である..

(2)走行およぴ‡_トクラブ構行装聞

同容品のドライブユニットを~l嘲貼こそなえており,片方が故障

したときほ,1モータドライブもl一拍巨である｡

(3)ホイル軸受以外のすべての軸受ほころがり軸受で毒)るト

(4)脊部を机み立てたままたやすく抜き=せるようにし,また,

補クラブ川クロスコンダクタを補クラブガーダの_卜外個別こ配関す

るなど,保守点検の優に特別の考慮がほらわれている｡

なお,平炉は,ますます大牢二吊:となる帆如こあるが,このレード

ルクレーンは400～500t 穎レードルクレーンのモデルとLて見る

のも興味あることである｡

節12図12.5t x3】.5m引込クレ【-ン

ち′‡11区1八幡製鉄欄式会社納2∩/4nt28.51¶

ソーーキン ブヒヤットク レーン

14･】･d 日本鋼管株式会社納転炉用レードルクレーン

最沌,諸製鉄肺こおいて,_.卜吹酸素転炉プラントの建設が遅疑)Fl

れて-い),モノLにともな/)て,~l甘座高ひん度申容昔の怖闇.hユび造

塊用レートルクレーンの一./.7要が増加してきた.っ

転炉川レードルクレーンほ,形式構造においては,辛か皿と近似

しているが,柏に転炉用として,

許されるものである｡

l拘 高ひん度の作業を~考慮して設

水江転炉工場抑ナとしてほ110/30tx20111熔銑札および120/30

t x20m造塊川替1台を製作納入した｡なお,付属クレー∵/とし

て同形式の35/10t x20mレードル運搬クレーンがある｡

14.】.7 八幡製鉄株式会社向け23/40tx28.5mおよび

20/40†×28.5m ソーキングピットクレーン

八幡 鉄株式会社新設戸畑分塊工場向けに,20/40tの1一弓･機(稼

動小)につづいて群昂二23/40tの2け概を製作した｡

つかみ装閏ほ,スクリュおもり式の口立標準形(尖用新案第477297

~り･)であるっサービス用とLて4qt補巻をそなえていることは相異

な点である(ノ.カバーキャリジを,クレーン〕璧転宅から遠方操作して

いる,こカ吊ま,今後の侠向を示す

ものといえよう｡

ーーー劇騨

第131又16t x6(1111デリ､ソク

14.1.812.5†×31.5m 引込

クレーン

ブロック 造方式に切換えて以

来の造船紬よ,船台J~rJクレーンと

して大形熔形クレーンの設駅を行

/--てきたが,これにならって材料

Lt_)次第に大き･てなり.材料苗場J)

クレー▼ンも能力イこ足になりつつあ

る｡この川途のために口立造船朝

式よ杵l射ノ~L:~｢場に:い､て,今回

12.5t x31.5111ダブルリンク形引

込クレーンが設置された-､

本機ほ鋼材の荷陽と材料攻扱い

を1子rで行う関係J,陣揚機とし

ての能力をも十分満足させるため

に,引込 度の高速化にともない,

荷振れの少ないダブルリンク形が

採用されている〔〕なお本機にt･よ電

イ･管秤._…ii二機を取付けてあろ｡



運

雛14図 25()t 1】 り ク

14.1.9(5IXdOmデリック

わが榔こおけるダム建謝こは,コンクリ▼･･-･-ト拓役=廿磯としてテ

リックを使川した例はあま呵舶､が､夕=坤こおいてほ′J~､規模の場合

にほ,州､【1位われ･ており,fけ弊緋往ダムカこのノノ〕(を採ノー圧で争乱;`笠

すろ.に､【リ).6t x6r)--1のデり､ソクを製作納人トナニ

ダム建ぷ州として本桁伽∴.盲`需廿∴ザ昭二れカ'こノlと糾で,そし7)れ‡1ミ

の二,ニー~三をあげれば

(1)一般のデリックとは異なり､ケーブルクレーンな克の帖能

を要求され,巻ヒ,旋回,腑仰は,ニトのおの叩独の`ト邑動機により

掛転され,三動作同時運転が可能であり､1■沌飢諒給率で,巻~卜†

胴J御は,ダイナミックブレーキ式とした--.

(2)ブーム,-7ストともにノト了ウ有那貴とし,市量･トよJⅧ鋸t㌻

悼減をi㌻ト〕た.-.

(3)ブーム.てストとヰ)に5Illピースとし,昔五経性なもた車,

移動後の地形などの必要に止=∴ 仙鮒できる上うにした

14.1.10 250tデリック

国内ふ動こおける南11i二物の~荷役は,トとしてフローナングクレ｣一

ソ,ジソポールなどによって行わ右て寸ゴり,これ･らは ‖卸勺に必l損

なふⅡ汗二移設または移動するいわゆるその場限りの物で間に合わせ

ている現状である｡これは,叩休で2(1()t以仁のものが数少なか

たためであると瓜われるL

新設された 戚県廿立港では将来多数の屯i調勿を取扱うた据こ,

空港と仰師ニー巻_仁満了`E250tのデリックの設mをみた.二)

木機ほ岸壁と道路せl軒〔た後方に.;'紺亡さjL,機の前面の道路にト

レーラを入れ,旋】t_りび動を子｣二うことなく仲仰ニュr)精j_ちプ人.帽揚げ

を行うものであるしJ

二.三の特ユ主をあげJ=.柑こ√ノ)とい)でふる

(1.)巻卜川lンインチけ,2-■∠~トハ巨/■こL ､■′ ナン一丁･と1_~ト直.h

の別個のフ､ソクをイj▲し,25りt/〕り_=トん場合には.両フ､ノク粧

をフックビームにて辿

､

紳転抱こは両フ ､ソクの

し,2frのウインチをl~細けに運転して行

度メ･一夕を行1,運転手はl両-71リ･シの

速度を碓誹Lながら,脾iレミできZ)ようになノ1ていろ-.

(2)125t以卜の荷重のJ甘｢汁二は フ､ソクビ岬ム■むは寸し.けプノ

♂〕ウイソナのムで運転すろ.-.なぉ4()りり､卜〟つJ栽｢ナには川ILIJのウイ

ンチな高速にUJ椀え,:川押)は度で運転できろエうにな･---て~h上

切換えは碑転宅より子Jニわかろ 叫集え抑′l‡`ノ己｢=二大′出丁により確

認できるエうにしてある､

(二り 伯仲工2木のスクリュに.二1二り子J二J小,減辿矧榊~)-り一･--ノ､

にはコ㌧一/りす-ノ､な仲川し 小作列しニナこ.汗ていア)

`上 l ′｢

ヤ

l ン

十

~｢
ll
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14.1.11スパイク7Qラークレーン

=ぎまLい姓署の復恥こアルミニウム叶貢仙は次第こ詣めLれ,

その㍍要の丹H~に伴い,ア′しミニウム滝仰炉も従来のサイドビンぺ

電伽抑に代り長一新形の巾細■-1:スパイク式碇酢炉が採川されるに千ミノー1

､÷､

本機吊‖甜l:スパイク式電昭炉のスパイク(電極1のりけ友き,ノ丘込

左_巨._いゾ揖紺削∴帰り=さか_る牛､描こ形天井クレーン
ミ｣皿沫√し

し
し｣

た桝

矧i.--で,Jlがいヱトご(よ｣1壱初のものでぁる.`1~一射榊汗叶陽極(ぺ--スト)

にほ多くのスパイクを差込Lろ､通電するが,電解の進むにつjLてスパ

イクは似極ととむに徐々に劇~Fして行くので,スパイクの先端が陽

柚の吐をつきやぶる前に引接き新い､スパイクと交換しなければな

らない.スパイクの先端は灼熱され,陽柘｢いに熔詔Lているので引

きあげるだけでは抜き取ることができないので,スパイクをねじ〔

で熔兼状態を切り離なしてから抜かなければならない､このねじり

う呈ト～一亡を丁設けたものがスパイクプラークレーンである､-スパイクプラ

ークレーンの駆動方式にほ仙圧,空気,`尼動機によるものなどが履

ろが,油圧および空気によるものは椚造が複雑で㍊備班が■Jl■細行なた

め~本機ほ一品掛楓駆動力式せ採朋した〕

木機の~巻上猥閏闇フックの代りlこねじり棒をつけ,その几諒闘エス

/くイクにピソ【とできる構造になっている､一班子J二,フ仁子｣こにほインダク

シ≡_-/ブレーキをつけ低速を≠すことができるようにし,ねじり柿

とス/くイクとのf､吊で合わせを搾易にしてある｡ねじり菱長押こほl歯車

減速機構を川いねじり柿をl!-1す構辺になっている｡さらにスパイク

先鵜が聴いているような場斜こは,規定トルク以_I二の力がかかるの

でこれを防ぐ機怖を設けてある｡

スパイクの交撲は電解炉通`卦l一に行われるので,維庖捜謹■上が付い

ている⊂.またスパイク什〕圧は強ルな磁刷軸二i㌻′■仁かれているので,わ

L■り棒の先端が磁化してビームに吸ルナられることなく習現にスパ

イクに差込むことができるよう｣i三億什ソケいノい川軋~臣㌢巨ている..

概略の什柚甘酢ハト巨)でごら,ろ

巻I二荷前

ねじりカ

ス バ ノ

電淵

6Jit

2.6t111

25.5Il1

2()りV 5()~し

14.1.12 トリム形グラブバケット

鮎〃の障跡十ほ.ばら物荷役のうらでも,最も荷役Ⅵしに′:いも

J~)しり
一つでお-る 鉱イ｢の性扶が多種多儲で.さと､Jに船の構造にいろ

lリ7Jと制約を′乳ナ,一般に荷役能率か非常に悪い.

トリム形グラブパケ､ソトは.二れ仁一)の閃題を-一一郁解決して,陸捗

能率をい､∴ミこんでも向卜させようとしてふ=1ミされたヰ､ので,往来び)

普通形のも珊二村し,一･名かき一おせバケツともいわれ,両tト=圭｢一比

して聞き･巨法が署し′′く大しきい∴才ヾもなるⅢ長なあけかほ



1()2 ･‥

昭

節16図 トリム形グラブパケ･ソl

(1)閃き､J一法が大きい

ノ､ツナ内の奥詔H~まで-′こケ､ソトに._tる侍役フシ■ゝできろゾ｢⊂榊貨恥

l川がJムく./＼犬によるかき′Jfせr′巨某の必要度か少ない

し2〕小出ゴよび閉じた吋の､卜法ノ1り＼さい

(3.)開いたときの♪~;1一高ド低い

(車･相見甘瀾叩で鶴乱･∴(数∴ン少なぃ

などであるご.

ロープの摩耗に対してほローブジョイントを採川することにより

ロープの損粍ほバケットの申たけですませることができる♂ぅで.能

率のよい,十分瑛刑に供しうるグラブバケットといえる

現作引絞き′英摘試験中であるが,従来のグラブ/ミケットに比べ,

=電が許しく･巨机､にもかかわらず,一回のつか人品は予想外に多ト.

またハッチ再の奥沫いところのかき#せとつかみだけに仙川し,-･

サイクノし抑時間が長いにもかかわちず,l婚鍬戊績は予想外によく:好

評を子1~巨⊂いる.〕

鉱ポ吟睦揖能*向上については,吾湖1い/ノいノ′)と改~卦二努ノ｣さ

れているれ このトり∴形ブニラゾの仰臥二〉/~小て一/考さかてよいの

でほなかノて)うれ.

14.1.13 ロータリリクレーマ

本機は旋回ジブの先端にショべノしホイルを備え,そのL■_り転によ(

て掛剛勺なすくい取作業せ行い,オナ炭,コークス,鉱ポなどの軌'棄

ばたれ斗e ら物を連続採 する新鋭荷役機械であるが,このほど′美川

.試作機を完成し,鋲意失敗研究,改良を行って,黒川信用Iこしうる段

弟42巷‥ 舞1り･

弟17図 ハ､ソナ内で荷役申のトリムノミヶット

階になった.

本機什㌢ゴもノ㌔る1■.ゞ上主をあけれほ

(1)シ三iべ′しホイ′ンのl･小転による漬梯仙なす一こい収rtり=によっ

て,軌'庚j射)借よ叫､:げ亡から地紋白くJにに量搬=ができる したか

って後ノノ沼紬f肯もむだのない経済的なものですむ

(2)ショ/ミ′しホイル回転川′i-E動機11と†でり`1二接ブーームニJンべヤこ

供給できるから,消真電力が少なくてすれ

(3)塊根や水分の多い粉炭,凍結炭などi･こ対しても漬極的にす

くい取るカーらきわめて能率ガ止い.また構造が簡Tilで伸船71;分が

少なく従来のクレーン程度の保守点検でよいし､

〔4〕採取■那分の~和~拍凍吊二ですむため,

り,ノ仁子~fノfヒ健二し‡jiも筒叩なものですむ.ノ

14.1.14 モビールクレーン

作製休機 安 な

荷役烏明川二の--一端;とし-~･∴.わ〝車1でモピー′しクレーン州別1jされ

始めてわずか数年を経過したの友であるが,すく~'れた機動峠と■由､

稼働率とが認識され/咋度も材サ描射場,｣1射滞再 建築現像 ふ班

など答ノ州=二多数過日した

伸二ふ頭=としてはアウトリガー什で容量トり大きいル123R形,建

築川とLてはロングブーム付などが今後人いに発展を~ナ想されるも

のである= 以トニれらについて鮒介する_..

(1)M23Rモビールクレーン

ふ頭用モピー′Lクレーンほ,より人きな作業､ll作で,より大き

な巻上荷重が要ノjミされアウト】=トイ日用川ほ誹てし､る.M23R

…十-≡■･‥一二ニギニ箋澤､㌔∵･､∴､訂毒
瀞

狼∴∴∴ニ.-‡‥二∴二‥∴去
第18L勾 仁王

-クリ
り ク レ :1f=9;さ司 ショ/こノ ホイノL(石炭仰役)
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こj′‡20lズl机河港桝氾ふ鮎二_わけるM2ニiR十1ニ ニ ケレーン

芽‡21【冥lγLl-`lヰ両独再製銅明紀璧現牒に_トト十そ

ル12:i十 --ル.ソ
し

形ほ従来のM2ニi形(作業-1仁徳3J;Illで7t/川)を基礎として7ウ

トリガーを付けて容ぷこを上げたもハで,アt'′lリカ∴一便=時折成

人巻上荷覇ほ作業､llf-た4111で8tでふ王ノ

(2J ロングブーム什モビールクレーン

,隅ユ貴物の弧､上てにほデリ､ソククレーン,クリークレーン,
ノブクレーンまたは通称ボーズといhれる簡易紆､上=jクレーンな

どが使われていたが最近は,ロング→-ム廿の÷ヒーノレクレーン

またほトラッククレーンなどか次第に依川されるエうになってき

た､〕第2】図は名~i~11▲種市小目机納のM23形モピー′しクし-ンの建

築現場での作業状況である､こ〃)ブームほ長さ20111で.必要に応

じてさらにその先端に2.51Tlのジブも付けられる 木機の姐榔こ

より,従来の方法に比較Lて糾▲､ソニての忌引11ならJごに【]数がl亮′＼1′′主

にな■.たとい･う`射軋穴い)/′､後二のノ川卜脚進≠小畑※雄附

されていて､ノ｡､

103

14.2 巻 上 横

根釦｣剋畑lにふこ十る迎搬のrナ.曜化は引きつづき子~J:われている_ 従

来(ヱ巷卜機び)長円納人が多か一_､た′い.最近の傾向として粗√こ二古二坑17)

場合は付亜満瀾-･式を含七っ㌧ントとし/て製作納入するようにな∴､

た_ j_正代化された剖描裾引躇でほ1ぺの系統の小に一つのあい絡もな

い合理的.没.汁が守ろニ=｣､このユうな一一路発注は誠に歓迎･すべき傾

向である

この例として製†′州1のものは数件あるか,納入したものに吏邦亜

鉛椎式会神風州録誹律椚‡-j立坑巻_【ニー設備---･ノミかある√_.群量り′トさいか

･捕納入の好例であり,今後この促汗巾よま寸1す政一くなると予想さ

チ1る′_.

芯源闘発川とL`∴【鋸Li′走力.リ､ミ馴=恥叫発漁師二25tインクラ1

ン巷_上磯な納人した..さきに納人したンl_｢rリ.と1■上州インクライン巻(･二

引縦い-こレりノ(形レ′)もノ)でこ旨,る./＼汀.機凧,発`一に機なと-〃~)j′･塵備に仙

川さ.～しるもけ~L㌫ヱ∴八.川村王むナりふ∴11ノためN緒川服購技折を.設け

て.トり 【二付鋸封=■ごこ√二しノ)よ･)なイ＼肺肝J鼠ド搬.i`設備力こ採用される

∵圭一.たことは･ノノの進歩む′J三すもいといえる_､

スクレーバ巷ほ広し､J｢j途をイj~してぃるか,歳慮,鉱‥いノ~)しル引で桂

川される場ハには腑i巨J＼ほ巷卜機を離Jt,スクレーパJ~)動†/山地∴`､-こで

遠l紺某縦むすることか当主宜しい 従来f｣二J)れていたのほ叩･なる遠陥

操縦で鼠､-イニ1ゝ,34隼度納人〃)いフ〕′小ジ)こ土ノ｣加減か=‥け川三のきノー

t再-こ使列なヰ_､レ〕にし欠_良さか

】くW臥桐脱肛ノ日成しノニノ1■こ,

いる 立たこくクレー′ミ巻としても 55

′ノ)機純とト:∴エ,jlノ1小用㌻ノ(J〕もので,

ニCつノ川iの~高㍑ノ｣化の緑に甘=ものである_..

14.2.1東邦亜鉛株式会社対州鉱業所納立坑設備

木.設備くよ,仙州l三†比坑に▲設i■シ■亡し,鉱イ√,材料および人Llび~)運湖道に

仙.=さかるもので,巻上機のほカゝ,コンバインドケージ,グ~ンヒ■ン

プレール,址底紘迂路lソl:,ジャンクションレー′L,鉄構なと■付榊-i莞

備 一式をr†んでいるノ

温上磯は,形ノく Ⅲ)王)2量}0175lくW塩川刷I｣懸川封炎｣■イ･子J二勅ノトスト

暢仙川廿hじ鮎掛機付である.了Fiり硯リノ■式ほ樟止l沌の安定し_た微速を

怖f.■†とするノん二`▲ノ〕5サイクル低川披肘j御〟ユ(を採川していノニな_k減速

吋はハイl∴＼ト発′l封軋
ノ甘隕速度指命川揖動すべり廿日ノ亡乱

磁;く州

紺器巨~)二常に亡i二▼･二速度の蔓■1動榔鮎川｣★京1硯宣や~ノIJプラム裡

転~む子｣■･.巨せるノノJ(とンて王ノノている.

二｣ン′こインドナーーシーほ,鉱イ｢=J(ノ)比閃きJこスキ･ソ~ノとノ＼Ll材料川

㌦)ケーシ■と針適齢し′-た醐は拉_)もしりで.;■刷〔張/｣鋼と~′ナ′しミニウム合

わか仙川さ′い.咽㍉一主二化さ右■ている_､

ノJ~'ンビン グレー′し∴ニ,1キッソjノ吏転レ■)土､きし′)ノヘ仙川∴jし

甚･転〔り上きに∴L倒小なし･購.i罠とノ:トニ,ている

tr--･ン

リL虹情jム告呈れ(よユニノロンフィー穴.ゲート什ノン∴一りン ノJト

rLり左･■),巷_ト機の運･転に迅動Lて!■l動的に運l広され亮._.
なぉダンヒングレ【ルと址扶のメソヤリン グ1∴′′こシ｣_--トほす

ノ＼て止;く†肘′iミ式であムー,

本ぷ川桁･れ仏搬物(鉱イ1~,材料,へ烏｣と指度(ケラット5筒併)の

組合わせにより多数のj迫転ナースかあるか,二わのおのの場.′ナの′友仝

運転附保のb裾･こ,機械的滝ふ∬に卜分の辿動装;軋†甘衣装置,信

り･装津■-:を具備Lているし

14.2.2 関西電力株式会社黒部川舞四発電所建設工事用

インクライン設備

本-i~銅酎土1l､!三洋l川l第四発電げ川｣近の偵斜34度の斜坑偶に設置し,発

電所建設~J二≠川とL-て水小,発電機そのほか発電所機購およじリ＼Lユ

の運搬に仙川するインクライン巷卜機,巾輸その付属設備bよJ∴積

卸㍊灘は･■)′∵･ノ∴し1÷

巻上撞け＼ト別席W~′電動機により減ぬ菊中を作L▼:i-1剰扁を駆軌

!=こ.



川4 畔上計∴清∵~ド1.l~~ユ

須22惇1性=中一に_ノJ抹ぺ会社150kW巻上板

し､_盲二射輪をめく､'る銅東のl■刷占に緊にされた小二輸を上卜させるりる

ィ几､こ式であるい.電動機,減速裳障,制動磯,一日測線仁誘模索輪なと'ト

要機朋けl;分は,仁附･二叫J4与の妊上ミ坑凪刃に設備江,制動ハンドル

い抑制御器,非′㌔;トタ′L､州糾■川指′Jミ盤 計絹盤を含有灘搬借欄

盤ほすべて,インクウインの兄透しのさく機相室上部こi設け,-･/＼

制御運転勇式となっている

†二索輪と誘増索輪はとヰ)に血†_~トl,6(ル1mlll釦貼附妾肺㍊で,前部

にほ梢殊ライニングを差込み十分烏凋沌･りJをもたせてある

鋼索脹ノ｣ほ約29,000kg,不平衡荷巾:は約20,8001くgで,二の種巻

_上磯としてほわが剛一之人の一i■亡鉱㌔了-である.
制動機には旺気相≠式を採川し,常用,卯常川′耗=トL/J二に川和

して作川することのない機構となっている

運転操作としてほ,停1L前の微速を碓保するため斗宥こCF･制御方

式を採川し-,運転封ノ｣での手動jび虹はもちノ:)ん,_I二~卜端帖小場にて

も,抑ボタンによるにl動運転が可能となっている

巾州よ,人1ユの来車できる収ほずL~‖√臆のケージを付虻Lた_t鋼

製のテオドルベ′り甘殊ノノぷ別動装;■ゝ■川▲6輪台申である

なお頂物情風情珊として,上卜端樟車場に25/5t∴岬6t ゾ)人

外クレンを行1子｢ご設けてある

14･2･3 桧島炭鉱大島砿業所納坑内外設備

根砿における〕揖凋呈をr㌻ユ:り川二し,川根いを用大するとともに,人Lユ

の節減を詔るために,前年=木板砿∴需灘諜所〃)址廿町制軋~封庸を

宣成Lたれ/沖Ⅰさらに松.l.■晶尉私人.1/与鉱某所牲軋甘町岨軋■2肝･Jく

セ製作納人したノ

木.甘mは,り■〔内-ト′■ノウ仙小_)据車.甜肺.ナ･ソソー.チトて≡ニにムィLイ.`

ー'':･言二

｣.二こノ､二~ノワ

I

､●

-

く㌧ ∩/-~

ヽ

第21R†士宣｢~J言′よ ′-
1Lrドー†ll

10｣二

i＼1二 第4ご 巷 第1号

】(t徒およJ､,すり-トケ∵∵ト∴上りトナい∵∵り/ペパートニコンペ1∵＼の送配設備,

㌣ゴJこJご坑外上り貯根ポケット土でのノ､ミ′Lトコンベヤー･式を含んでい

坑内ぷ備㍊第23図に′正すと.いノ,切札上り送仁ノ′～してきた炭車をプ

ーーラによリチップラ付近まで引得せ,プッシャによリチップラへ抑

し込入,次にチップラにより 巨てl;のポケット抑こ放摂するとともに,

揖中京ルH-′｢▲した城阪のかき落しな仝=動姐姑こて子J二う設備で,2t

卿トりFYを2()秒の割合で迦紬裾こ処理する能ノjかある.J斗′､封こチ､リブ

ウほ=_よ~製作所独梢の設計によるもので,炭車を1節ずつ1回転中

こ18()度ごとに封叫押込み.--リノか糾ム小に他ノノほ炭の排‖ととも

にェヤーモータにより回転されるブラヅシュにより残炭のかき落し

むfJ二う._第24図ほ木城択かき落し装f｢■川チップラをホす｡

プーラ,プッシャなどの操車機耕ほ,合邦がんじェうなフレーム

に組込んであるので,すえ付けもきわめて容易であり,地盤の変化に

対しても容易に調葉かできる｡チッフラ~卜服こほ,才一J根およびずり

リJ換え用の圧気操作J王卯負えシュートをL三■設け,必要に応しこてシュー

､を切換える イ√択およJごずりポト､′ト==にほ,ロスフィーダよ

∴二(上､`一江動Jくウノ岬トを経てケーブノLベルトニュン/ミヤ∵＼一一ぷE-をこの選炭

キf｣∴∴′∴＼～),ナェンフィーダノーン;.;-設けてある:

拭叫べル ニコンベヤほ.址i!上り坑外ホケ､ソトへIU一封印｣51)tしり

イ】`りミよた亡上ザリを輸送するもので.一~くルト仙川671nlll,-･･く′Lト辿

‡一志75m11l,'電動機75kW_ナゴ｡LJ､:､こiりkW芹1f㌻である._､両ベルト｣

ンべヤの小間に㍍動式=他ミシュートをj-㌻退け,遠方操作にユリシ｣_-

卜む回転し.れ根は次のコンベヤに送i),ザりは~~恒祁のずf)ホナッ

ト鮎二落トセしめるようになノー)ている_.

り.2.4 記録品55kW複胴日立スクレーパホイスト

作.業者が稼動するスクレーパを見ながら,遠ノノ(一般に作業部こ

は見えないとこ′))に設;■■′■(されたホイストを操作する遠方操作力式

は,作プ′‡能ヰ汗山二の∴■､(より非常にイj`利で,その需要も多く,また既

納り〕千秋吊刻~則牛む通力操作方式に改造される向きも増してきた｡

し∴上し現信行神ザ嚇川している速力操作力式でほ,クラッチ操作

州のサーボリフタれ"on"またほ"off''のいずれかにしかγ1-;勤し

ないため,操附ごとのノ∴(で手動式に劣F),索引ルま零または最大のど

ケ〕了〕かで,手鋤操作のようにスクレーバを下醗の状況に応じて,適

j■l:に強･:あるいほ弱く引く楳作はできなかった〕

34隼4‖完成し,吊和鉱業株式会社柳原鉱業所i･こ納入した遠方操

ズ作55kW絶川‖】スクレーバホイス=も 三拝量的に記録_■..--であるとと

もこ｣~肘牛件の点でこも手動式に近い機能をもつものであって日､ンニの電･､呈

上ミノン†j･二分･こ発揮し｣~〔いる.､

`!ノ1トr ~上り1･〃ゆ廿･■り井･イ′7いゃ∠一宮†畑貯什ナ…1∵
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第25図 55kW･1了変力遠力躁作式複胴11､'工スクレーパホイスト

第26図 遠方躁作ノJフtスクレーパホイストの躁作箱

本機は,操作箱に内蔵した電止弧整川のすペリ損拭職を躁作Lて,

クラッチ操作川サーボリフタの電圧制御せ行い,クラッチフォース

を可変ならしめたもので,撲作ハンドルの動きにはじ,汁イストの

牽引力を自由に変えうるので,手動式の手加減のように,･玖荷に止こ

じての適切な 事故の防止はもちろん,作業能率の著し

い1机上が得られる｡本機ほこのほか,主電動憾とドラムの間に流体

継手を採用しているので,運転中スクレーパが急に~F盤にひっかか

ったようなとき,ロープ側が急停止しても,大きな慣性部分を占め

る電動機が急伸止することがないので,ロープの破断防止とともに

電動機,ホイストを保護している｡

14.3.ホ イ ス ト

34年度にニーl■Jけるホイストほ,叫■､fにIl離さ;ll二の†前掛機械として100kg

ミニホイストを発表するとともに,化′､ヂ:1ニュ易などで友仝,舵`英に仙

川できるl妨爆ホイストなどを断機縄として製作し,昔_1二某に役だて

ることができた｡

14.3.1100kg ミニホイスト

従来,ホイストの最小犀_【一三_;二ほ250kgであったれ火際にほ100l(g

明27llズ11川)】くg 二′トイ1卜

以■ドの荷物を取扱う潜在需要がきわめて多いことに着【‡=ノ,この種

り打Ijの極小形,軽使なミニホイストを製作した､〕木機の特長乙･よ,

(1)従来のワイヤロープに代りローラチェンを便川するため,ドラ

ム部が省略でき,傾度に小形化されている｡(2)ブレーキほ,スイ

ッチと連動Lて開閉できる簡 碓央なブロックブレーキとしてい

る〔.(3)_L二部フックを旋回できるようにして横引,縦引が可能であ

る｡.(4)チェソほリンクチェンに比しノ伴耗損傷が少ないローラチェ

ンを横川しているり(5)確突な噛込Ⅰ防止の構造としてある､〕などで

あるL_.

】4,3.2 防爆ホイスト

1庄年,化学工場などでほ災胃予防の見地から防爆ホイストの要望

が多くなった｡この状 にかんがみ,これまで程々,研究を続けて

きたがり回断らたに防爆ホイストの製作を開始した(コ本機ほ,工場

電気設備防爆瀾劇の各条項に完全に準拠しているのみでなく,これ

に規定されていない機械部分,すなわち電磁制動機の摩擦面の発熱

が,最悪の場合,危険であることを実験によって醒め,これを防爆

鵬j罠とするなど,これまでに見られない万全の処置を施したすぐれ

たl打爆ホイストであるり本機の基本的仕様ほ,発火度B,爆発等級

2,危険場所第づ純である｡

14.3.3 放射能用ホイスト

放射性物圧を扱う研究所などにおいて,被照射物を運搬するホイ

ストは少なからず放射能を受ける｡この場合,一般用ホイストでは

絶に特 物,ゴム,油などが著しく劣化し不測の事故を誘発しやす

いし〕今回製作した耐放射能用ホイストほ全線量的108レソトゲソま

でほ使用可能のように種々の新材料を用いたもので非常に好評を博

している(･J

14.4 空気輸送機

【1牲和34年度ほ産業界の生産合班化による新設備が次々に完成し,

この--･瑛とLて空気輸送機を採川する傾向が刑えてきた｡また⊥業

ら一斗の一触r】W頃向としてほ,人きな同形物を均質の粉粒体にして扱う

ことがi･･帆椚し_,この荷役機職として空気輸送機け凝川されるように

なったし.

たとえばセメント【二業でほ従来セメント【二場からタンカへの積～11

t_に,あるいはタンカから荷卸し=とl_て空気輸送瀾甘瀬川されて

きたが,~1二場内の機雷およびサイロの門J置を最も合｣州勺に計l両する

ため 設工上鋸こおいては当初よぃ空気輸送機が利川されている｡特

7弟28図1t L;ノノ~爆ホイスト ち'f29l冥1耐放射◆能川ホイスト
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に34年度ほ株式会社神戸製鋼所を通

じ 二度にわたりフィリッピンに新セ

メント1二場用として日立プラクソ式彗

気輸送装置5組を輸｢l-1したが,これら

ほ原料工場より原料貯蔵サイロへ,あ

るいほ原料調合タンクよりキルンフィ

ードタンクへ,さらに製品ミルより貯

蔵サイロへと,セメソト 造工程にお

ける移送を行うための空気輸送機で,

弟30図はジュラノセメント工場にお

ける空気輸送装置の系統図である｡

化学工業において従来比較的利用度

の少なかった空気輸送機が近年急激に

各方耐こ利用されるようになった｡こ

れほ最近製品完成までの製造工

多くかつ複雑になったため,工場間を

′くイブで連絡してこれら工棍途中の粉

粒体の輸送を行い,しかも空気原動機

および操作盤を1箇所に集めて保守管

理できる大きな利点をもつからであ

る｡34年度昭和油化株式会社に納入し

た空気輸送装置は一製造工場内におい

て18系統ものロータリバルブ方式によ

る低圧圧送式空気輸送機を使用している｡

り･4･1灰処葦聖装置

第42巻 第1号

Jα汐 ぜ笛キルン脚｡フ
瀕:ィ

薫†

畠慄~萱墓一丁=二｣---⊥--~÷~~~~し二法這二･責憲一餞左イJ配意蓋≡戸酬∫竣三等≡ヲ.§,‡ヱJ
l
l

E ≡三
l→｢_｣

カJ責ノ･-----′/ ｣腰軒丁寧瓦･仰:
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ぜ′霊｣←㌧㍊歳-･′ゼJ♂･ク

モメノ｢~町臣
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l
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揮†l

ノ†ニト~~~~十→--1

ウイJ

第30図 セメント工場用フラクソ式空気輸送機系統図

国内でボイラの灰処押装置に空気輸送機を使用したのほ昭和29年

に日立製作所にて日本国有鉄道川崎発 所に第1号機を納入したの

が最初であるが,特に本格的に使用するようになったのは75MW奴

の新鋭火力にアメリカ u.c.c.社

てからである｡

の吸引式輸送機が取りつけられ

昭和34年度ほ東京電力株式会社千業火力発電所第3･4号ボイラ

用としてu･C･C･粁製のものとは別途に純国産品の灰処理装苗を追

加製作して納入した｡すなわちこれらには吸弓 した灰を水と一

しょに海に捨てるu･C･C.社製の灰処理装置カ;付属していたが,その

後埋立地がなくなったため

･†▲J

で器離分を

卜
､たし

たにハイドロエキゾースタで吸引輸送

して一たんサイロに貯蔵し,搬JIlの際ほ灰を

水で湿らせてトラックに搭載する設備を追加㈲人したわけであるく.

現在,日立式灰処理装置は175MW扱の大谷景新鋭火力の灰処理

に大いに活躍するようになった｡

14.5 チエンコンベヤ

1ん5･1東京都清掃局東品川糞尿処分場納バースクリン

本バースクリソほ上記処分場糞屁消化槽投入口に設置され,糞尿

中の布片,紙片,木片などの同形物を格子と,格子にかみ合うくし

歯形のレーキによってかき上げ除去する装置である｡本機ほ

(1)流れに対し格子の内側よりかき上げる内かき形式をとって

おり,機械各部を保護している｡

(2)下部テークアップ形式を採用し,排出部におけるレーキと

ノミーとの関係を【･一定にするとともに,軸受各部にほ日動給

油を施している｡

などのすぐれた特長をもっているく〕

14･5･2 東京都水道局三河島下水処理場納

第一沈てん池汚泥かき集機

近年都市の汚水沈でん池用汚泥かき集装置には長芋角形槽にチエ

ンコソべヤを設置した様式のものが使用づれ､そのすぐれた性能が

諦められている｡

第31岡 灰処理装置アッシュビン部外観図

雛321刻 二腋京都前屈牒湧晶川糞尿処分場納電動式
バ←スクリーン
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第33国 電勤式バースクリーソ慨帽寸法L受l

第34図 東京都水道局三河島下水処理場納第一一･沈澱池

汚泥かき集機

第37図 川口市領家下水処理場沈砂池配置凋】
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堀甜

_一
木詫-

ノ⊥ンの封∫叫｣ も

雛35図 第一沈澱池汚泥かき集機概略寸法図

第36図 川口市領家下水処理場沈砂池用機械煩の据付工事

本機は東京都水道局三河島下水処理場内に,尾久系統の汚水を処

理するため第一沈でん池用汚堰かき集機として設置されたものであ

る｡木機は

(1)長手方向の主コンベヤと横方向のクロスコンベヤを1台の

電動機で駆動していること

返りチェンを水面と平行になるようにしたこと

主コンベヤ豆絹∬こ整流壁を設け沈でん効率の向上を計った

こと

などの特長をもっている｡

lん5.3 川口市領泉下水処‡哩場沈砂池設備

本装~置は儒家■卜水処理物沈砂池で下水中の浮借間形物および地底

に沈でんした砂を除 するために設置されたもので,手かきバース

クリソ,沈砂かき揚機,電動式バースクリンより成るコンベヤ装置

と本装置に付随した除去沈でん物を運搬するトロ台申,トロ絞およ

びエレベータより成っている｡

本装置の沈砂かき揚機はドレッジャ形式を採用しており運転休止

rI~1は槽外につり上げられている｡




